
平
成
29
年
度
労
働
基
準�

監
督
官
採
用
試
験
の
実
施

　

人
事
院
お
よ
び
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
労
働
基
準

監
督
官
採
用
試
験
が
、
平
成
29
年
に
お

い
て
も
左
記
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

■�

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

■�

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①�
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】　

大
学
卒
業
程
度

【
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
者
数
】

■
労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　

約
１
７
０
名

■
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

　

約
40
名

【
一
次
試
験
日
】　

６
月
11
日
（
日
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間
】

　

�

３
月
31
日
（
金
）
９
時
～
４
月
12
日

（
水
）
受
信
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

※�

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な
い

く
ら
し
の
掲
示
板

場
合
は
、
鹿
児
島
労
働
局
総
務
部
総

務
課
人
事
係
お
よ
び
県
下
労
働
基
準

監
督
署
に
お
い
て
受
験
申
込
書
お
よ

び
受
験
案
内
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

問�

鹿
児
島
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　

☎
0
9
9
‐
2
2
3
‐
8
2
7
5

危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー

等
乱
用
防
止
強
調
月
間

　

３
月
11
日
か
ら
４
月
10
日
の
期
間

は
、『
危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー
等

乱
用
防
止
強
調
月
間
』
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
乱
用
す
る
と
、
嘔

吐
や
け
い
れ
ん
、
意
識
消
失
な
ど
が
起

き
、
死
亡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
精
神
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
分

の
意
志
で
乱
用
を
や
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
危
険

ド
ラ
ッ
グ
は
大
変
危
険
な
薬
物
な
の

で
、
好
奇
心
な
ど
か
ら
安
易
に
手
を
出

し
た
ら
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物

乱
用
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問�

鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

　

☎
0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
8
0
4

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
内
の
電
池
寿
命

は
お
お
む
ね
10
年
で
す
。
設
置
後
10
年

が
経
過
し
た
ら
、
警
報
器
本
体
ま
た
は

電
池
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

警
報
器
の
作
動
確
認
は
春
秋
の
火
災

予
防
運
動
の
時
期
に
行
う
な
ど
、
定
期

的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
故
障
か
電

池
切
れ
か
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
取

扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、
メ
ー
カ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
池
切
れ
と
判
明
し
た
警
報
器
が
設
置

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品
が
劣
化
し

て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交
換
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

問�

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
志
布
志
消
防
署

　

☎
0
9
9
‐
4
7
2
‐
0
1
1
9

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
大
崎
分
署

　

☎
0
9
9
‐
4
7
6
‐
0
1
1
9

平
成
30
年
歌
会
始
の
お
題

お
よ
び
詠
進
歌
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
歌
会
始
の
お
題
は
『
語
』

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
は
『
語
』

で
す
が
、
歌
に
詠
む
場
合
は
『
語
』
の

文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、

『
語
感
』『
物
語
』
の
よ
う
な
熟
語
に
し

て
も
、
ま
た
、『
語
る
』『
語
ら
ふ
』
の

よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

【
詠
進
期
間
】

　

９
月
30
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合

は
消
印
が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の
を
有

効
と
し
ま
す
。

【
送
り
先
】

　

〒
1
0
0
‐
8
1
1
1　

宮
内
庁

　

※�

封
筒
に
『
詠
進
歌
』
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

　

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、
宮

内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
ま
で
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

宮
内
庁
式
部
職

　

☎
０
３
‐
3
2
1
3
‐
1
1
1
1

特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て

（
産
業
別
最
低
賃
金
）

【
産
業
名
】

　

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
（
医
療
用
計
測
器
製
造
業
を
除

く
、
た
だ
し
心
電
計
製
造
業
は
含
む
）

【
時
間
額
】　

７
４
５
円

【
効
力
発
生
日
】

　

平
成
29
年
１
月
８
日

【
産
業
名
】　

自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

【
時
間
額
】　

７
８
０
円

【
効
力
発
生
日
】

　

平
成
28
年
12
月
21
日

【
産
業
名
】

　

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

【
時
間
額
】　

７
１
５
円

※�

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
の
平
成
28
年

度
の
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
７
１
５

円
以
上
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

問�

鹿
児
島
労
働
局

　

☎
0
9
9
‐
2
2
3
‐
8
2
7
8

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

交通事故状況

区　分 発生件数 死　 者 傷　 者

県　下 487（－88） 10（＋8） 576（－110）

大崎町 5（＋1） 0（±0） 7（＋3）

（��　）内は対前年比
平成29年１月末現在

～防衛運転に努めましょう～
　交差点を通行するときは、一時停止や信号
を無視して進入してくる車両、対向右折車、
交差点付近を横断しようとする歩行者がいる
ことを念頭に、安全な速度と方法で進行しま
しょう。また、信号機のある交差点でも油断
せず、特に右左折時は、徐行して横断する歩
行者や自転車の有無をしっかり確認しましょ
う。
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